
●
盧
武
鉉
政
権
─
対
立
す
る
評
価

二
○
○
七
年
一
二
月
一
九
日
の
投
票
を
目
前
に

○
○
七
年
一
二
月
一
九
日
の
投
票
を
目
前
に

七
年
一
二
月
一
九
日
の
投
票
を
目
前
に

し
て
、
韓
国
大
統
領
選
挙
は
混
沌
と
し
た
様
相
を

見
せ
て
い
る
。
有
力
候
補
に
不
正
疑
惑
が
た
え
ず
、

候
補
が
乱
立
、
政
策
よ
り
も
世
論
調
査
の
数
字
や

イ
メ
ー
ジ
が
先
行
す
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
た
め

で
、
一
一
月
二
四
日
付
の
『
京
郷
新
聞
』
は
一
面

ト
ッ
プ
で
「
最
悪
の
大
統
領
選
挙
│
ま
す
ま
す
増

│
ま
す
ま
す
増

ま
す
ま
す
増

え
る
浮
動
票
」
と
そ
の
有
様
を
憂
慮
し
た
。

こ
こ
で
は
選
挙
の
行
方
を
占
う
こ
と
が
本
題
で

は
な
い
し
、
読
者
は
こ
の
原
稿
を
読
む
時
に
選
挙

の
結
果
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
回

の
大
統
領
選
挙
が
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
要
因
が
現

在
の
盧ノ

ム
ヒ
ョ
ン

武
鉉
政
権
に
あ
る
こ
と
は
多
く
の
者
が
認

め
ざ
る
を
え
な
い
。
す
で
に
韓
国
で
現
政
権
の
評

価
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で

は
環
境
政
策
を
論
じ
て
み
た
い
。

た
と
え
ば
、
環
境
部
（
省
に
相
当
）
官
僚
出
身

で
慶
尚
北
道
聞
慶
市
の
シ
ン
・
ヒ
ョ
ン
グ
ク
市
長

は
著
書
『
環
境
大
統
領
』（
二
○
○
七
年
）
に
お

○
○
七
年
）
に
お

七
年
）
に
お

い
て
、
盧
武
鉉
政
権
を
「
進
歩
的
環
境
路
線
」
と

規
定
し
て
い
る
。
現
政
権
は
環
境
影
響
評
価
制
度

の
強
化
、
対
象
の
拡
大
、
環
境
規
制
基
準
の
強
化
、

廃
棄
物
管
理
に
対
す
る
生
産
者
責
任
厳
格
化
な
ど
、

厳
格
な
環
境
政
策
を
と
っ
た
た
め
に
、
経
済
界
は

批
判
を
高
め
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

近
年
の
韓
国
経
済
界
を
代
表
す
る
意
見
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
大
邱
大
学
の
チ
ェ
・
ビ
ョ
ン
ド

ゥ
教
授
は
論
文
「
新
自
由
主
義
化
と
空
間
環
境
政

策
の
変
化
」（
学
術
団
体
協
議
会
他
編
『
韓
国
民

主
主
義
の
現
実
と
挑
戦
』
二
○
○
七
年
）
に
お
い

○
○
七
年
）
に
お
い

七
年
）
に
お
い

て
、
金キ

ム
デ
ジ
ュ
ン

大
中
・
盧
武
鉉
両
政
権
の
時
期
を
「
新
自

由
主
義
の
第
二
の
局
面
」
と
規
定
し
た
。
と
り
わ

け
盧
武
鉉
政
権
は
、
首
都
圏
へ
の
過
剰
集
中
と
土

地
不
足
と
い
う
認
識
を
大
前
提
と
し
て
、
全
国
土

の
均
等
発
展
と
い
う
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
掲
げ
、

そ
の
た
め
に
首
都
機
能
の
一
部
移
転
な
ど
を
地
方

自
治
体
と
民
間
企
業
を
担
い
手
と
し
て
実
現
し
よ

う
と
し
、
土
地
利
用
規
制
緩
和
な
ど
を
進
め
た
と

指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
大
規
模
都
市
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
帰
結
す
る
こ
う
し
た
政
策
は
、
市
場
志

向
的
新
自
由
主
義
を
招
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
盧
武
鉉
政
権
の
環
境
政
策
に
つ

い
て
は
、
進
歩
的
で
厳
し
す
ぎ
る
と
い
う
評
価
が

あ
る
一
方
で
は
、
新
自
由
主
義
的
で
反
環
境
的
だ

と
の
評
価
が
あ
り
、
正
反
対
の
批
判
が
目
に
つ
く
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
対
立
す
る
見
解
が
出
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

確
か
に
、
盧
武
鉉
は
二
○
○
二
年
の
大
統
領
選

○
○
二
年
の
大
統
領
選

二
年
の
大
統
領
選

挙
に
際
し
て
、
人
権
や
平
和
を
重
視
す
る
進
歩
的

な
層
の
支
持
を
受
け
な
が
ら
当
選
を
果
た
し
た
。

保
守
派
は
こ
れ
に
危
機
感
を
高
め
た
。
日
本
社
会

も
保
守
的
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
盧
武

鉉
政
権
を
「
左
派
政
権
」
と
見
る
傾
向
が
マ
ス
コ

ミ
も
含
め
て
少
な
く
な
い
。

だ
が
、
実
情
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
盧

武
鉉
政
権
は
、
む
し
ろ
環
境
や
労
働
の
分
野
で
は

新
自
由
主
義
的
傾
向
が
非
常
に
強
く
、
そ
う
し
た

路
線
で
政
策
を
強
行
し
た
。
だ
が
、
市
民
社
会
か

ら
強
い
反
発
を
受
け
、
結
果
的
に
プ
ラ
ス
の
成
果

を
残
せ
な
か
っ
た
。
最
も
失
敗
し
た
の
が
こ
う
し

た
分
野
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
過
去

の
人
権
侵
害
事
件
の
真
相
究
明
や
冷
戦
体
制
の
解

消
、
南
北
の
和
解
な
ど
、
過
去
の
レ
ジ
ー
ム
を
清

算
す
る
作
業
で
は
、
保
守
勢
力
の
強
い
抵
抗
に
あ

い
な
が
ら
も
、
一
定
の
成
果
を
残
し
た
。
対
米
関

係
な
ど
も
実
益
を
重
視
し
た
外
交
で
着
実
な
結
果

を
出
し
た
が
、
同
時
に
自
由
貿
易
協
定
や
海
外
派

兵
で
米
国
と
の
協
調
を
選
ん
だ
こ
と
は
、
進
歩
勢

力
の
反
発
を
招
い
た
。

既
得
権
を
持
っ
た
右
派
勢
力
は
、
盧
武
鉉
政
権

盧
武
鉉
政
権
の
環
境
政
策
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に
対
し
て
強
く
反
発
し
、「
ア
カ
」、「
親
北
」
な

ど
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
て
非
難

を
繰
り
返
し
た
。
近
年
目
立
っ
て
き
た
ニ
ュ
ー
ラ

イ
ト
勢
力
が
こ
れ
に
加
わ
っ
て
、
韓
国
社
会
の
対

立
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
激
し
い
も
の
と
な
っ

た
。
環
境
政
策
も
、
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

●
重
要
イ
シ
ュ
ー
で
環
境
運
動
と
対
立

盧
武
鉉
政
権
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み

ず
か
ら
を
「
参
与
の
政
府
」
と
名
づ
け
た
。
金
大

中
政
権
の
「
国
民
の
政
府
」
か
ら
一
歩
進
ん
で
、

人
び
と
の
参
加
に
よ
り
民
主
主
義
を
実
行
し
よ
う

と
い
う
志
に
基
づ
い
た
命
名
で
あ
っ
た
。

金
大
中
政
権
以
来
の
流
れ
を
受
け
て
、
盧
武
鉉

政
権
で
も
環
境
部
は
環
境
法
の
一
層
の
整
備
に
尽

力
し
た
。
二
○
○
三
年
に
首
都
圏
の
大
気
浄
化
と

○
○
三
年
に
首
都
圏
の
大
気
浄
化
と

三
年
に
首
都
圏
の
大
気
浄
化
と

汚
染
源
管
理
の
た
め
に
汚
染
物
質
の
総
量
規
制
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
首
都
圏
大
気
環
境
改
善
に
関

す
る
特
別
法
」
を
、
二
○
○
四
年
に
は
事
業
所
か

○
○
四
年
に
は
事
業
所
か

四
年
に
は
事
業
所
か

ら
局
地
的
に
発
生
す
る
悪
臭
の
許
容
基
準
や
管
理

に
つ
い
て
規
定
し
た
「
悪
臭
防
止
法
」
や
公
共
機

関
に
エ
コ
商
品
の
購
買
義
務
を
課
す
「
エ
コ
商
品

購
買
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
制
定
、
二
○
○
五

○
○
五五

年
に
は
行
政
計
画
の
策
定
段
階
で
環
境
影
響
評
価

を
行
い
適
正
さ
を
検
討
す
る
制
度
を
導
入
す
る
た

め
「
環
境
政
策
基
本
法
」
を
改
正
す
る
な
ど
、
立

法
・
制
度
面
で
は
努
力
が
続
け
ら
れ
て
き
た
（
以

上
は
『
環
境
白
書
』
二
○
○
六
年
版
に
よ
る
）。

○
○
六
年
版
に
よ
る
）。

六
年
版
に
よ
る
）。

環
境
保
護
の
制
度
的
整
備
が
一
定
程
度
進
め
ら
れ

た
の
は
事
実
で
、
経
済
界
か
ら
は
「
反
企
業
的
政

策
」
と
の
声
も
出
た
。

だ
が
、
盧
武
鉉
政
権
は
社
会
的
に
イ
シ
ュ
ー
と

な
っ
た
課
題
で
失
敗
を
繰
り
返
し
た
。
そ
の
事
例

を
紹
介
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
原
子
力
発
電
所
か

ら
排
出
さ
れ
る
中
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分

場
建
設
問
題
で
は
、
二
○
○
三
年
に
全
羅
北
道
扶

○
○
三
年
に
全
羅
北
道
扶

三
年
に
全
羅
北
道
扶

安
で
立
地
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
激
烈
な
反
対
運

動
に
直
面
、
候
補
指
定
を
撤
回
せ
ざ
る
を
え
な
く

な
っ
た
。
疑
惑
に
満
ち
た
誘
致
決
定
過
程
と
反
対

運
動
へ
の
強
圧
的
な
政
策
が
、
地
域
住
民
と
環
境

運
動
の
反
発
を
買
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
政
権
へ

の
信
頼
も
失
わ
せ
た
事
件
で
あ
っ
た
。

一
九
九
○
年
代
か
ら
の
環
境
を
め
ぐ
る
重
要
イ

○
年
代
か
ら
の
環
境
を
め
ぐ
る
重
要
イ

年
代
か
ら
の
環
境
を
め
ぐ
る
重
要
イ

シ
ュ
ー
で
あ
り
、
二
○
○
三
年
に
裁
判
所
に
よ
っ

○
○
三
年
に
裁
判
所
に
よ
っ

三
年
に
裁
判
所
に
よ
っ

て
防
潮
堤
建
設
が
一
時
停
止
さ
れ
て
い
た
、
全
羅

北
道
セ
マ
ン
グ
ム
に
お
け
る
干
潟
の
干
拓
問
題
で

は
、
環
境
運
動
は
大
統
領
が
英
断
を
下
す
こ
と
を

期
待
し
て
い
た
。
干
拓
は
国
家
事
業
で
あ
り
、
防

潮
堤
の
完
成
を
先
延
ば
し
に
し
て
セ
マ
ン
グ
ム
の

将
来
に
つ
い
て
の
議
論
を
行
う
こ
と
は
可
能
と
思

わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
環
境
運
動
は
、
干
拓
を
や

め
干
潟
を
再
生
し
保
護
し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性

化
を
は
か
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
た
。
実
際
、
干

拓
は
当
初
は
農
地
造
成
の
名
目
で
始
ま
っ
た
が
、

す
で
に
コ
メ
の
余
剰
に
悩
む
時
代
に
突
入
し
た
韓

国
に
お
い
て
、
干
拓
地
の
用
途
に
つ
い
て
の
明
確

な
合
意
は
何
ひ
と
つ
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
二
○
○
六
年
三
月
一
六
日
、
大
法

○
○
六
年
三
月
一
六
日
、
大
法

六
年
三
月
一
六
日
、
大
法

院
（
最
高
裁
）
は
、
環
境
団
体
が
農
林
部
長
官
を

相
手
取
り
提
起
し
て
い
た
セ
マ
ン
グ
ム
事
業
計
画

取
消
請
求
訴
訟
に
つ
い
て
上
告
を
棄
却
、
原
告
敗

訴
の
判
決
が
下
っ
た
。
政
府
は
早
速
一
七
日
か
ら

防
潮
堤
工
事
を
再
開
し
四
月
二
一
日
に
は
一
四
年

五
カ
月
ぶ
り
に
三
三
キ
ロ
の
防
潮
堤
が
完
成
し
た
。

政
府
系
研
究
機
関
が
干
拓
地
の
用
途
に
つ
い
て
公

式
に
議
論
を
開
始
、
政
府
は
二
○
○
七
年
四
月
三

○
○
七
年
四
月
三

七
年
四
月
三

日
に
一
億
二
○
○
○
万
坪
の
う
ち
七
一
％
を
農
地
、

○
○
○
万
坪
の
う
ち
七
一
％
を
農
地
、

万
坪
の
う
ち
七
一
％
を
農
地
、

六
・
六
％
を
産
業
用
地
、
三
・
五
％
を
観
光
用
地

と
し
て
利
用
す
る
基
本
構
想
を
閣
議
で
決
定
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
農
業
用
地
と
し
て
干
拓
を
開
始

し
た
と
い
う
建
前
に
沿
っ
た
に
す
ぎ
ず
見
直
し
が

行
わ
れ
る
こ
と
も
は
じ
め
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た

（『
毎
日
経
済
新
聞
』
二
○
○
七
年
四
月
四
日
）。

○
○
七
年
四
月
四
日
）。

七
年
四
月
四
日
）。

環
境
団
体
で
は
防
潮
堤
完
成
後
も
干
潟
の
観
察

を
続
け
て
い
る
が
、
防
潮
堤
内
の
水
域
で
生
物
が

壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
沿
岸
で

も
潮
流
が
変
化
し
悪
影
響
が
見
ら
れ
る
と
い
わ
れ

る
。
環
境
運
動
は
政
府
の
干
拓
強
硬
政
策
に
強
く

反
発
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
、
放
射
性
廃
棄
物
処
分
場
選
定
の

そ
の
後
に
つ
い
て
付
け
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

扶
安
で
失
敗
し
た
政
府
は
、
二
○
○
五
年
三
月
に

○
○
五
年
三
月
に

五
年
三
月
に

放
射
性
廃
棄
物
処
分
場
誘
致
地
域
支
援
特
別
法
を

公
布
、
対
象
地
域
に
は
三
○
○
○
億
ウ
ォ
ン
の
交

○
○
○
億
ウ
ォ
ン
の
交

億
ウ
ォ
ン
の
交

付
金
を
与
え
る
と
と
も
に
、
原
子
力
発
電
事
業
を

に
な
う
㈱
韓
国
水
力
・
原
子
力
の
本
社
ま
で
当
該

地
域
に
移
転
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き

候
補
地
を
つ
の
り
、
名
乗
り
を
あ
げ
た
四
つ
の
自

治
体
で
同
年
一
一
月
二
日
に
住
民
投
票
が
行
わ
れ

て
、
慶
州
が
建
設
候
補
地
に
確
定
し
た
。
当
該
の

村
で
だ
け
反
対
運
動
が
お
こ
っ
た
が
、
慶
州
市
民

は
大
多
数
が
賛
成
票
を
投
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
ち

な
み
に
、
建
設
地
か
ら
五
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
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地
点
に
は
、
海
中
の
陵
墓
と
し
て
有
名
で
観
光
客

も
訪
れ
る
文
武
大
王
陵
が
あ
る
。
す
で
に
二
○
○
○
○

七
年
一
一
月
九
日
、
工
事
は
着
工
さ
れ
た
。

慶
州
で
は
強
い
反
対
運
動
は
な
か
っ
た
し
、
環

境
団
体
は
今
後
の
原
子
力
政
策
総
体
を
考
え
ず
に

ま
ず
処
分
場
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
政
府
の
方
針

に
反
対
し
た
が
、
有
効
な
運
動
を
組
織
で
き
な
か

っ
た
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
典
型
的
な
利
益
誘
導

型
の
立
地
で
、
手
続
的
に
合
意
を
取
り
付
け
る
こ

と
に
は
成
功
し
た
が
、
合
意
形
成
の
た
め
の
充
分

な
説
得
や
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た

い
。
ま
た
候
補
地
決
定
に
際
し
、
二
○
○
四
年
七

○
○
四
年
七

四
年
七

月
に
発
効
し
た
住
民
投
票
法
が
活
用
さ
れ
た
が
、

こ
の
法
律
は
重
要
な
国
家
政
策
に
つ
い
て
住
民
の

意
向
を
問
う
た
め
に
中
央
政
府
が
投
票
を
要
求
、

地
方
自
治
体
が
こ
れ
を
発
議
す
る
と
い
う
も
の
で
、

住
民
が
求
め
て
投
票
を
要
求
で
き
る
法
律
に
な
っ

て
い
な
い
。

●
新
自
由
主
義
的
開
発
政
策

盧
武
鉉
政
権
の
環
境
政
策
に
つ
い
て
は
い
く
つ

か
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、

歴
代
の
政
権
が
と
っ
て
き
た
開
発
政
策
を
越
え
る

よ
う
な
、
環
境
政
策
の
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
し
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
弁
護
士
と

し
て
の
盧
武
鉉
や
与
党
の
人
び
と
の
多
く
は
か
つ

て
民
主
化
運
動
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
で
あ
り
、
政

府
の
強
権
的
な
政
策
に
抵
抗
し
て
き
た
経
歴
を
持

っ
て
い
る
。
抵
抗
運
動
と
し
て
の
環
境
運
動
に
は

理
解
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
人
び
と
は

政
策
を
立
案
す
る
側
に
な
っ
て
み
る
と
、
環
境
を

保
護
し
な
が
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
社
会
を
発
展
さ
せ

る
政
策
が
な
か
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

盧
武
鉉
政
権
の
発
展
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

前
出
の
チ
ェ
・
ビ
ョ
ン
ド
ゥ
教
授
の
論
文
が
参
考

に
な
る
。
韓
国
の
現
代
史
に
お
い
て
、
地
域
に
よ

る
発
展
の
不
均
衡
は
歴
然
と
し
た
も
の
が
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
地
域
対
立
も
そ
れ
を
背
景
と
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
地
域
対
立
を
打
破
し
民
主
主
義
を

定
着
さ
せ
よ
う
と
し
た
盧
武
鉉
政
権
が
、
首
都
機

能
移
転
を
は
じ
め
と
し
た
均
衡
の
取
れ
た
国
家
発

展
政
策
を
め
ざ
し
た
こ
と
自
体
は
不
思
議
な
こ
と

で
は
な
い
。
だ
が
、
大
き
な
政
治
的
争
点
に
な
っ

た
首
都
機
能
の
一
部
移
転
と
公
共
機
関
の
地
方
移

転
は
、
環
境
や
社
会
形
成
の
た
め
の
新
し
い
パ
ラ

ダ
イ
ム
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
実
質
的
に
は
物
理
的

建
設
と
開
発
を
軸
と
し
た
政
策
に
帰
着
し
て
い
っ

た
。
そ
こ
で
は
、
大
規
模
な
民
間
資
本
の
動
員
の

も
と
、
政
府
機
関
、
大
学
、
研
究
所
と
い
っ
た
地

域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
体
系
が
構
築
さ
れ

「
国
家
の
介
入
を
前
提
と
し
た
新
自
由
主
義
、
す

な
わ
ち
発
展
主
義
的
新
自
由
主
義
」
が
形
成
さ
れ

た
と
チ
ェ
・
ビ
ョ
ン
ド
ゥ
教
授
は
指
摘
し
て
い
る
。

次
に
、
ひ
と
た
び
開
発
政
策
や
経
済
的
な
利
益

誘
導
が
選
択
す
べ
き
政
策
だ
と
決
定
し
て
し
ま
う

と
、「
参
与
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
上
か
ら

の
政
策
遂
行
を
強
行
し
た
と
い
う
点
が
指
摘
で
き

る
。
盧
武
鉉
政
権
は
支
持
層
が
進
歩
的
性
向
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
開
発
政
策
、
原
子
力

政
策
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
な
が
ら
遂
行
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
特
に
扶
安
の

事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
政
策
の
妥
当
性
を
検

討
す
る
過
程
、
あ
る
い
は
国
民
、
住
民
に
対
し
て

説
得
し
合
意
を
取
り
付
け
る
過
程
が
欠
け
て
い
た

と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
点
は
、
金
大
中
政
権
と
比
較
す
る
と
大
き

な
ち
が
い
を
読
み
取
れ
る
。
金
大
中
政
権
は
東
江

ダ
ム
建
設
反
対
運
動
の
高
ま
り
に
配
慮
し
、
建
設

計
画
を
白
紙
化
し
た
。
ま
た
放
射
性
廃
棄
物
処
分

場
問
題
で
は
、
政
治
的
リ
ス
ク
を
犯
さ
ず
任
期
中

に
手
を
つ
け
な
か
っ
た
。
セ
マ
ン
グ
ム
に
つ
い
て

も
あ
い
ま
い
と
は
い
え
、
最
終
決
定
を
先
延
ば
し

に
し
た
。
こ
う
し
た
国
民
か
ら
の
合
意
取
り
付
け

を
重
視
し
つ
つ
政
策
を
決
定
な
い
し
延
期
す
る
姿

勢
を
考
え
る
と
、
本
質
論
は
と
も
か
く
、
金
大
中

政
権
と
盧
武
鉉
政
権
を
、
チ
ェ
・
ビ
ョ
ン
ド
ゥ
教

授
の
よ
う
に
ひ
と
く
く
り
に
し
て
し
ま
う
の
は
大

雑
把
に
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

●
地
域
格
差
の
是
正
の
意
図
と
現
実

二
○
○
七
年
一
一
月
二
二
日
に
は
「
セ
マ
ン
グ

○
○
七
年
一
一
月
二
二
日
に
は
「
セ
マ
ン
グ

七
年
一
一
月
二
二
日
に
は
「
セ
マ
ン
グ

ム
事
業
開
発
促
進
の
た
め
の
特
別
法
」
と
「
東
西

南
海
岸
圏
発
展
特
別
法
」
が
国
会
本
会
議
を
通
過

し
た
。
前
者
は
セ
マ
ン
グ
ム
干
拓
地
の
農
地
以
外

の
利
用
を
許
容
す
る
な
ど
の
内
容
で
、
後
者
は
国

立
公
園
な
ど
を
含
む
地
域
に
お
い
て
地
方
自
治
体

に
開
発
の
主
導
権
を
付
与
し
、
各
種
許
認
可
の
手

続
上
の
特
例
や
政
府
の
支
援
な
ど
を
定
め
た
内
容

だ
っ
た
。

環
境
部
は
同
日
、
東
西
南
海
岸
圏
発
展
特
別
法

に
は
八
つ
の
国
立
公
園
を
含
め
二
九
カ
所
の
自
然

公
園
が
含
ま
れ
て
お
り
、
環
境
保
護
の
政
策
に
反

す
る
法
律
で
あ
る
と
記
者
会
見
で
コ
メ
ン
ト
し
た
。
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環
境
運
動
連
合
な
ど
は
二
三
日
、
こ
れ
ら
の
法
律

を
「
環
境
悪
法
」
だ
と
非
難
し
、
憲
法
裁
判
所
に

憲
法
違
反
の
訴
え
を
起
こ
す
こ
と
を
表
明
し
た
。

な
お
、
二
二
日
に
は
「
西
南
圏
等
落
伍
地
域
発
展

お
よ
び
投
資
促
進
特
別
法
」
も
国
会
建
設
交
通
委

員
会
を
通
過
、
法
務
司
法
委
員
会
の
審
査
を
経
て

本
会
議
で
成
立
を
待
つ
状
態
と
な
っ
た
（『
ハ
ン

ギ
ョ
レ
』
二
○
○
七
年
一
一
月
二
四
日
）。

○
○
七
年
一
一
月
二
四
日
）。

七
年
一
一
月
二
四
日
）。

盧
武
鉉
政
権
は
政
権
末
期
に
な
っ
て
ま
で
こ
う

し
た
特
別
法
の
成
立
に
力
を
注
ぎ
、
関
連
地
域
の

政
治
的
支
持
を
取
り
付
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
も
見
ら
れ
て
い
る
。
盧
武
鉉

政
権
の
下
で
、
こ
う
し
た
開
発
の
全
国
化
の
テ
コ

に
な
っ
た
の
は
、
各
種
の
特
別
法
で
あ
っ
た
。
緑

色
連
合
（
グ
リ
ー
ン
コ
リ
ア
）
環
境
訴
訟
セ
ン
タ

ー
の
パ
ク
・
ソ
ジ
ン
弁
護
士
は
盧
武
鉉
政
権
の
こ

う
し
た
特
別
法
と
し
て
、
二
○
○
四
年
一
月
一
六

○
○
四
年
一
月
一
六

四
年
一
月
一
六

日
に
制
定
さ
れ
た
「
国
家
均
衡
発
展
特
別
法
」
を

皮
切
り
に
、
地
域
特
化
発
展
特
区
に
対
す
る
規
制

特
例
法
、
企
業
都
市
開
発
特
別
法
、
公
共
機
関
地

方
移
転
に
伴
う
革
新
都
市
建
設
お
よ
び
支
援
に
関

す
る
特
別
法
、
テ
ド
ク
研
究
開
発
特
区
な
ど
の
育

成
に
関
す
る
特
別
法
、
新
行
政
首
都
後
続
対
策
の

た
め
の
ヨ
ン
ギ
・
コ
ン
ジ
ュ
地
域
行
政
中
心
複
合

都
市
建
設
の
た
め
の
特
別
法
、
ア
ジ
ア
文
化
中
心

都
市
特
別
法
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
（「
開
発
特
別

法
の
実
態
と
そ
の
問
題
点
」『
環
境
と
生
命
』
第

五
三
号
、
二
○
○
七
年
九
月
）。

○
○
七
年
九
月
）。

七
年
九
月
）。

開
発
特
別
法
の
立
法
ラ
ッ
シ
ュ
と
も
い
う
べ
き

事
態
の
背
景
に
あ
る
の
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
パ
ク

・
ソ
ジ
ン
弁
護
士
は
ま
ず
、
こ
う
し
た
特
別
法
案

が
大
部
分
、
地
方
自
治
体
が
当
該
選
挙
区
国
会
議

員
を
後
押
し
す
る
形
で
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

注
目
す
る
。
か
つ
て
、
国
家
主
導
型
で
開
発
が
な

さ
れ
た
当
時
は
特
定
地
域
を
集
中
開
発
す
る
こ
と

で
全
体
の
発
展
を
は
か
る
と
い
う
考
え
方
が
大
勢

を
占
め
、
地
域
間
の
不
均
衡
は
深
ま
っ
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
後
は
産
業
間
の
不
均
衡
が
加
わ
っ

て
、
発
展
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
と
感
じ
る
地
域
住

民
の
疎
外
感
は
つ
の
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

盧
武
鉉
政
権
が
こ
う
し
た
地
域
間
格
差
を
重
大

な
問
題
と
認
識
し
た
最
初
の
政
権
だ
と
い
っ
て
も

い
い
だ
ろ
う
と
パ
ク
・
ソ
ジ
ン
弁
護
士
は
評
価
す

る
。
だ
が
、
参
与
政
府
は
従
来
と
同
じ
開
発
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
で
対
応
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
、

各
地
域
か
ら
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
開
発
の
要
求
が

噴
出
し
、
盧
武
鉉
政
権
は
そ
れ
に
こ
た
え
る
こ
と

で
支
持
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

実
際
、
韓
国
の
地
域
格
差
や
産
業
間
格
差
は
日

本
よ
り
も
深
刻
な
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
地
域
の
有
力

者
か
ら
一
般
住
民
ま
で
、
補
助
金
や
開
発
に
す
が

り
た
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
が
実
情
だ
。
大
統

領
選
挙
を
目
前
に
し
、
二
○
○
八
年
四
月
に
は
総

○
○
八
年
四
月
に
は
総

八
年
四
月
に
は
総

選
挙
も
控
え
て
い
る
。
政
権
末
期
に
開
発
立
法
が

立
て
続
け
に
登
場
し
た
の
は
、
盧
武
鉉
政
権
の
政

策
の
当
然
の
帰
結
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

ハ
ン
ナ
ラ
党
な
ど
の
野
党
は
選
挙
向
け
の
人
気

取
り
だ
と
し
て
、
批
判
的
に
見
て
い
る
が
、
慶
尚

道
地
域
の
国
会
議
員
は
同
党
が
占
め
て
お
り
、
こ

う
し
た
立
法
の
一
部
分
は
確
実
に
野
党
に
よ
っ
て

も
支
え
ら
れ
て
い
る
。
問
題
は
、
地
域
間
の
不
均

衡
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
の
が
望
ま
し
い
か
を
、

幅
広
い
議
論
を
通
じ
て
も
う
少
し
じ
っ
く
り
検
討

す
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

盧
武
鉉
政
権
が
多
く
の
批
判
を
浴
び
た
政
策
に

土
地
政
策
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
以
上
で
述
べ
た
こ

と
と
関
連
し
て
い
る
。
首
都
機
能
移
転
な
ど
非
常

に
意
欲
的
な
政
策
方
針
は
、
着
実
な
裏
づ
け
を
持

て
ず
に
、
不
動
産
市
場
の
混
乱
を
招
い
た
。

そ
の
一
方
で
、
二
○
○
七
年
一
○
月
の
南
北
首

○
○
七
年
一
○
月
の
南
北
首

七
年
一
○
月
の
南
北
首

○
月
の
南
北
首

月
の
南
北
首

脳
会
談
を
通
じ
て
確
認
さ
れ
た
南
北
の
経
済
協
力
、

共
同
の
繁
栄
と
い
う
東
北
ア
ジ
ア
に
と
っ
て
の
重

要
な
課
題
も
、
実
は
環
境
保
護
を
き
ち
ん
と
考
え

ざ
る
を
え
な
い
局
面
に
来
て
い
る
こ
と
を
想
起
し

た
い
。

韓
国
の
研
究
者
の
間
で
は
、
盧
武
鉉
政
権
の
失

敗
に
つ
い
て
す
で
に
少
な
か
ら
ぬ
議
論
が
重
ね
ら

れ
て
い
る
。
高
麗
大
学
の
崔チ

ェ
ジ
ャ
ン
ジ
プ

章
集
教
授
は
、
民

主
化
運
動
を
に
な
っ
た
人
材
が
個
別
分
散
的
に
既

成
政
党
に
吸
収
さ
れ
、
一
貫
し
た
市
民
的
立
場
の

政
策
を
持
つ
政
党
の
確
立
に
失
敗
し
た
の
が
、
民

主
化
運
動
が
民
主
政
治
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
原

因
だ
と
繰
り
返
し
指
摘
し
て
き
た
。
こ
の
議
論
は

正
論
で
は
あ
る
し
、
他
の
政
策
を
見
る
時
に
は
有

効
で
あ
ろ
う
が
、
環
境
問
題
で
参
与
政
府
が
失
敗

し
た
現
実
を
前
に
す
る
と
、
理
念
や
政
策
と
現
実

と
を
結
び
つ
け
る
媒
介
項
を
も
っ
と
準
備
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う

か
。
韓
国
市
民
社
会
が
賢
明
な
道
を
見
い
だ
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

（ 

い
し
ざ
か　

こ
う
い
ち
／
立
教
大
学
経
済
学

部
准
教
授
）
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